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あ
ら
す
じ 

 
主
人
公
で
あ
り
獣
医
師
の
守
岡
秀
一
は
、
か
つ
て
所
属
し
て
い
た
会
社
で
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
際
、
祖
父
・
栄
次
郎
に
心
を
救
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
。

こ
の
件
か
ら
守
岡
は
栄
次
郎
を
深
く
敬
愛
し
て
お
り
、
栄
次
郎
の
「
再
び
ニ
ホ

ン
カ
ワ
ウ
ソ
と
泳
ぎ
た
い
」
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
、
細
胞
か
ら
こ
の
絶
滅

種
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。 

だ
が
、
守
岡
が
本
種
の
細
胞
を
入
手
し
た
矢
先
に
栄
次
郎
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
。 

守
岡
は
秘
書
の
後
藤
智
雄
を
伴
い
、
葬
儀
の
た
め
に
帰
省
す
る
が
、
そ
こ
で

は
従
弟
・
曽
我
邦
明
が
遺
産
の
山
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
そ
れ
に
よ

り
国
か
ら
得
ら
れ
る
補
助
金
で
一
族
所
有
の
牧
場
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
る
自
然
破
壊
を
危
惧
し
た
守
岡
は
、
栄
次
郎
が
愛
し
た
山
を
守
る
こ

と
を
決
意
す
る
。 

遺
産
相
続
会
議
に
て
、
守
岡
は
曽
我
と
言
い
争
う
が
、
会
議
は
栄
次
郎
の

妻
・
和
子
が
発
作
を
起
こ
し
た
こ
と
で
中
断
さ
れ
る
。 

会
議
再
開
ま
で
の
間
、
後
藤
は
曽
我
と
話
し
、
彼
の
内
心
に
兄
貴
分
の
守
岡

が
故
郷
を
離
れ
た
こ
と
へ
の
寂
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
看
破
す
る
。
し
か
し
、
後

藤
が
守
岡
に
曽
我
の
真
意
を
伝
え
よ
う
と
し
た
矢
先
に
地
震
が
発
生
し
、
後
藤

は
事
務
所
で
保
管
し
て
い
る
細
胞
の
無
事
を
確
認
す
べ
く
東
京
に
帰
る
。
一
方
、

守
岡
は
急
遽
再
開
さ
れ
た
会
議
に
臨
む
。
そ
こ
で
和
子
は
遺
言
書
の
存
在
を
明

か
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
曽
我
に
山
を
与
え
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
守
岡
は
後
藤
の
連

絡
で
細
胞
が
死
滅
し
た
こ
と
を
知
る
。 

失
意
の
守
岡
に
対
し
、
後
藤
は
、
か
つ
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
守

岡
の
人
間
不
信
が
こ
の
事
態
を
招
い
た
と
述
べ
る
一
方
で
、
同
じ
く
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
後
藤
を
救
っ
た
善
性
こ
そ
が
守
岡
の
本
質
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。 

こ
の
諌
言
を
受
け
、
守
岡
は
人
間
不
信
を
克
服
す
る
決
意
を
し
、
曽
我
に
対

し
て
牧
場
に
関
す
る
全
責
任
を
背
負
わ
せ
た
こ
と
を
謝
罪
、
今
後
は
２
人
で
牧

場
と
山
を
守
り
た
い
と
主
張
す
る
。
曽
我
は
敬
愛
す
る
兄
貴
分
の
帰
還
を
悟
り
、

涙
す
る
。 

３
年
後
、
曽
我
家
の
牧
場
は
地
元
大
学
の
研
究
牧
場
と
な
っ
て
い
た
。
守
岡

は
今
後
の
課
題
を
列
挙
し
つ
つ
も
晴
れ
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
そ
れ
を
見

た
後
藤
も
ま
た
、
守
岡
が
善
性
を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
悟
っ
て
微
笑
む
の
で
あ

っ
た
。 
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登
場
人
物 

守

岡

も
り
お
か

秀

一

し
ゅ
う
い
ち

（
２
６
）
（
３
１
）
（
３
４
）
獣
医 

曽
我
邦

そ
が
く
に

明あ
き

（
２
９
）
（
３
２
）
守
岡
の
従
弟 

後
藤

ご
と
う

智と
も

雄お

（
２
６
）
（
３
１
）
（
３
４
）
守
岡
の
秘
書 

曽
我

そ

が

国

光

く
に
み
つ

（
５
８
）
守
岡
の
伯
父 

曽
我

そ

が

栄
次
郎

え
い
じ
ろ
う

（
８
７
）
（
９
２
）
守
岡
の
祖
父 

曽
我

そ

が

和
子

か
ず
こ

（
８
４
）
守
岡
の
祖
母 

曽
我
竹
彦

そ
が
た
け
ひ
こ

（
５
６
）
守
岡
の
伯
父 

曽
我

そ

が

梅
子

う
め
こ

（
５
２
）
守
岡
の
叔
母 

曽
我

そ

が

氏う
じ

松ま
つ

（
５
０
）
守
岡
の
叔
父 

佐
野

さ

の

万
太
郎

ま
ん
た
ろ
う

（
４
７
）
牧
場
の
ス
タ
ッ
フ 

小
野
寺

お
の
で
ら

幸

一

こ
う
い
ち

（
２
８
）
牧
場
の
ス
タ
ッ
フ 

牧

村

伸

之

ま
き
む
ら
し
ん
の

介す
け

（
５
４
）
獣
医 

権

田

清

三

ご
ん
だ
せ
い
ぞ
う

（
６
２
）
大
学
教
授 

野
村

の
む
ら

俊

介

し
ゅ
ん
す
け

（
２
６
）
大
学
院
生 

牧
場
ス
タ
ッ
フ 

作
業
員 

医
者 
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〇
メ
ゾ
ン
ア
ド
ベ
ン
ト
・
外
観 

１
３
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
。 

天
気
は
快
晴
。 

 
〇
同
・
守
岡
家
・
居
間 

パ
ジ
ャ
マ
姿
の
守
岡
秀
一
（
２
６
）
が
布
団

の
中
で
う
ず
く
ま
り
、
論
文
雑
誌
に
指
を
突

き
立
て
て
い
る
。
雑
誌
の
表
紙
に
は
中
年
の

日
本
人
男
性
が
写
っ
て
い
る
。 

カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
た
部
屋
内
に
は
ゴ
ミ
が

溢
れ
、
そ
の
中
に
ス
マ
ホ
が
置
か
れ
て
い
る
。 

守
岡
「
お
前
の
研
究
じ
ゃ
な
い
！
」 

守
岡
、
論
文
雑
誌
の
表
紙
を
殴
り
つ
け
る
。 

守
岡
「
俺
の
だ
」 

ス
マ
ホ
が
鳴
る
。 

守
岡
、
一
瞬
身
を
震
わ
せ
た
後
、
恐
る
恐
る

ゴ
ミ
の
中
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

守
岡
「
爺
ち
ゃ
ん
？
」 

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
光
が
差
し
込
む
。 
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〇
牧
場
・
全
景 

Ｔ
・
５
年
後
。 

Ｔ
・
宮
崎
県
・
小
田
井
市
。 

近
代
的
な
設
備
の
あ
る
肉
牛
牧
場
。 

 

〇
同
・
牛
舎
・
外
観 

大
規
模
な
近
代
的
牛
舎
。 

入
口
に
「
口
蹄
疫
発
生
中
に
つ
き
立
ち
入
り

禁
止
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
る
。 

守
岡
（
３
１
）
と
後
藤
智
雄
（
３
１
）
が
入

口
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

守
岡
は
サ
マ
ー
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
て
い
る
。 

後
藤
は
大
き
な
鞄
を
持
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
内 牛

舎
内
に
は
多
く
の
肉
牛
が
飼
わ
れ
て
い
る
。

一
部
の
肉
牛
に
は
水
疱
が
あ
る
。 

防
護
服
を
着
た
牧
場
ス
タ
ッ
フ
ら
が
水
泡
の

あ
る
肉
牛
を
移
動
さ
せ
て
い
る
。 

防
護
服
を
着
た
佐
野
万
太
郎
（
４
７
）
と
小 
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野
寺
幸
一
（
２
８
）
が
向
か
い
あ
っ
て
い
る
。 

小
野
寺
は
佐
野
に
向
か
っ
て
頭
を
何
度
も
下

げ
て
い
る
。 

佐
野
「
ど
、
土
砂
崩
れ
だ
と
！
」 

小
野
寺
「
へ
い
、
昨
日
の
地
震
で
」 

佐
野
「
じ
ゃ
あ
獣
医
の
先
生
た
ち
は
？
」 

小
野
寺
「
夜
ま
で
来
れ
ね
え
そ
う
で
す
」 

佐
野
、
拳
を
握
っ
て
肉
牛
を
見
る
。 

佐
野
「
今
日
で
何
頭
ダ
メ
ん
な
る
っ
て
ん
だ
」 

移
動
中
の
肉
牛
の
一
匹
が
暴
れ
だ
し
、
佐
野

の
方
へ
走
り
出
す
。 

牧
場
ス
タ
ッ
フ
「
佐
野
さ
ん
、
危
ね
え
！
」 

佐
野
と
小
野
寺
、
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
。 

佐
野
は
転
倒
し
て
、
頭
を
庇
う
よ
う
に
腕
を

出
す
。 

守
岡
が
サ
マ
ー
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
な
が
ら
佐
野

の
前
に
駆
け
つ
け
、
コ
ー
ト
で
肉
牛
の
突
進

を
い
な
し
佐
野
と
は
別
方
向
へ
向
か
わ
せ
る
。 

佐
野
と
小
野
寺
、
口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
る
。 

鞄
を
持
っ
た
後
藤
が
佐
野
の
背
後
か
ら
歩
い 
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て
来
て
、
佐
野
を
助
け
起
こ
す
。 

佐
野
「
ど
、
ど
う
も
。
あ
ん
た
は
？
」 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
、
名
刺
を
取
り
出
し
て
佐
野
に
渡
す
。 

後
藤
「
先
生
に
代
わ
っ
て
、
お
渡
し
し
ま
す
」 

佐
野
、
名
刺
を
手
に
取
る
。 

後
藤
、
守
岡
か
ら
コ
ー
ト
を
受
け
取
り
鞄
か

ら
白
衣
を
取
り
出
し
て
守
岡
に
着
せ
る
。 

守
岡
「
市
長
の
依
頼
で
参
り
ま
し
た
」 

佐
野
と
小
野
寺
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 

〇
同
・
外
（
夜
） 

バ
ス
が
牛
舎
の
前
に
停
ま
っ
て
い
る
。 

バ
ス
内
か
ら
牧
村
伸
之
介
（
５
４
）
を
含
む

獣
医
ら
が
降
り
て
く
る
。 

獣
医
ら
、
牛
舎
に
向
か
っ
て
い
く
。 

牛
舎
か
ら
守
岡
と
後
藤
が
出
て
く
る
。 

牧
村
「
も
し
、
あ
な
た
」 

守
岡
、
牧
村
の
脇
を
通
り
抜
け
て
い
く
。 

後
藤
、
牧
村
に
会
釈
し
て
守
岡
に
続
く
。 
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牧
村
、
首
を
傾
げ
て
牛
舎
に
向
か
う
。 

 

〇
同
・
内
（
夜
） 

牛
舎
内
に
は
多
く
の
肉
牛
が
お
り
、
治
療
の 

跡
が
あ
る
。 

獣
医
師
ら
に
向
か
っ
て
佐
野
が
お
辞
儀
し
て

い
る
。 

牧
村
「
こ
れ
を
た
っ
た
一
人
で
？
」 

佐
野
「
へ
え
」 

牧
村
「
何
者
で
す
か
、
そ
の
人
は
」 

佐
野
「
え
ー
、
確
か
」 

佐
野
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
名
刺
を
取
り
出
す
。 

佐
野
「
獣
医
師
、
守
岡
秀
一
」 

牧
村
、
唸
る
。 

 

〇
東
然
大
学
・
外
観 

森
の
中
に
あ
る
小
さ
な
大
学
。 

 

〇
同
・
生
物
資
源
管
理
室
・
内 

複
数
の
凍
結
保
存
容
器
が
置
か
れ
た
実
験
室
。 
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野
村
俊
介
（
２
６
）
が
青
色
の
小
型
容
器
を 

片
手
に
保
存
容
器
か
ら
凍
結
ス
ト
ロ
ー
を
取 

り
出
し
て
い
る
。 

野
村
、
歯
軋
り
し
な
が
ら
小
型
容
器
に
ス
ト

ロ
ー
を
し
ま
う
。 

 

〇
同
・
応
接
室
・
内 

守
岡
と
権
田
清
三
（
６
２
）
が
向
か
い
合
っ

て
座
っ
て
い
る
。 

後
藤
、
守
岡
の
背
後
で
書
類
を
持
っ
て
が
立

っ
て
い
る
。 

守
岡
は
顕
微
鏡
を
覗
い
て
い
る
。
顕
微
鏡
の

脇
に
青
色
の
小
型
容
器
が
置
か
れ
て
い
る
。 

権
田
の
前
に
は
フ
ァ
イ
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。 

守
岡
「
こ
れ
が
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
生
細
胞
で
す
か
」 

権
田
「
え
え
。
絶
滅
種
の
細
胞
で
す
か
ら
」 

権
田
、
両
手
を
強
く
握
り
合
わ
せ
る
。 

権
田
「
日
本
で
も
、
所
有
者
は
我
々
し
か
い
ま
せ
ん
」 

守
岡
「
だ
か
ら
こ
そ
今
回
の
仕
事
を
受
け
た
ん
で
す
」 

権
田
「
こ
ち
ら
が
資
料
で
す
」 
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権
田
、
フ
ァ
イ
ル
に
手
を
置
く
。 

守
岡
、
顕
微
鏡
か
ら
目
を
離
す
。 

権
田
「
未
公
表
デ
ー
タ
も
入
っ
て
い
ま
す
」 

守
岡
「
結
構
。
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
は
い
」 

後
藤
、
フ
ァ
イ
ル
を
手
に
取
り
、
書
類
を
権

田
に
差
し
出
す
。 

後
藤
「
契
約
書
の
写
し
で
す
」 

権
田
「
は
い
」 

守
岡
「
本
細
胞
の
特
許
が
私
に
帰
属
す
る
旨
が
記
さ 

れ
て
い
ま
す
」 

権
田
、
書
類
に
皺
が
寄
る
ほ
ど
強
く
握
る
。 

守
岡
「
ど
う
し
ま
し
た
？
」 

権
田
「
い
え
、
た
だ
」 

権
田
、
目
を
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
る
。 

権
田
「
こ
の
研
究
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

守
岡
「
勿
論
で
す
。
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
は
私
が
必
ず 

復
活
さ
せ
ま
す
よ
」 

守
岡
、
小
型
容
器
を
持
っ
て
立
ち
上
が
る
。 

守
岡
「
で
は
、
失
礼
し
ま
す
。
後
藤
ち
ゃ
ん
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 8 

守
岡
、
部
屋
の
出
口
に
向
か
う
。 

後
藤
「
は
い
、
先
生
」 

後
藤
、
権
田
を
見
て
目
を
伏
せ
、
一
礼
す
る
。 

守
岡
と
後
藤
、
部
屋
を
出
る
。 

権
田
、
書
類
を
机
に
叩
き
つ
け
、
さ
ら
に
殴

り
つ
け
る
。 

 

〇
同
・
駐
車
場
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・
外
観 

白
く
、
清
潔
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
。 

 

〇
同
・
車
内 

運
転
席
に
後
藤
が
座
っ
て
い
る
。 

後
部
座
席
に
は
守
岡
が
座
っ
て
お
り
、
守
岡

の
前
の
机
に
青
い
小
型
容
器
が
あ
る
。 

車
内
に
は
、
桔
梗
の
花
が
咲
く
中
で
守
岡
が

曽
我
栄
次
郎
（
９
２
）
の
車
椅
子
を
押
し
て

い
る
姿
を
撮
っ
た
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

栄
次
郎
の
額
に
は
ケ
ロ
イ
ド
状
の
火
傷
の
痕

が
あ
る
。 

守
岡
、
小
型
容
器
を
見
て
目
を
細
め
、
深
く 
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溜
息
を
つ
く
。 

後
藤
「
よ
う
や
く
、
手
に
入
り
ま
し
た
ね
」 

守
岡
、
頷
く
。 

守
岡
「
わ
ざ
わ
ざ
九
州
ま
で
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
よ
」 

後
藤
「
お
爺
様
も
喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
」 

守
岡
「
あ
あ
、
き
っ
と
ね
」 

守
岡
、
自
身
と
栄
次
郎
が
写
っ
た
写
真
を
見

る
。 

 

〇
（
回
想
）
里
山
・
全
景
（
夕
） 

Ｔ
・
５
年
前
。 

緑
豊
か
で
桔
梗
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
る
里
山
。 

 

〇
（
回
想
）
同
・
中
腹
（
夕
） 

洞
窟
が
あ
り
、
周
囲
に
は
桔
梗
の
花
が
咲
い

て
い
る
。 

洞
窟
の
脇
に
栄
次
郎
（
８
７
）
が
立
っ
て
い

る
。
栄
次
郎
の
額
に
は
ケ
ロ
イ
ド
状
の
火
傷

の
痕
が
あ
る
。 

守
岡
（
２
６
）
は
洞
窟
の
脇
に
座
っ
て
桔
梗 
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の
花
を
つ
つ
い
て
い
る
。 

守
岡
、
洞
窟
を
覗
き
込
む
。 

守
岡
「
な
る
ほ
ど
、
天
然
の
防
空
壕
て
わ
け
？
」 

栄
次
郎
、
頷
く
。 

栄
次
郎
「
お
袋
と
弟
た
ち
、
あ
と
」 

栄
次
郎
、
笑
う
。 

栄
次
郎
「
カ
ワ
ウ
ソ
ど
も
も
一
緒
に
避
難
し
た
な
」 

守
岡
、
吹
き
だ
す
。 

守
岡
「
カ
ワ
ウ
ソ
？
」 

栄
次
郎
「
昔
は
こ
の
辺
に
も
い
た
ん
じ
ゃ
よ
」 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し

当
て
る
。 

守
岡
「
も
し
か
す
る
と
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
か
な
」 

栄
次
郎
、
守
岡
に
向
か
っ
て
身
を
乗
り
出
す
。 

栄
次
郎
「
見
た
こ
と
あ
る
ん
か
」 

守
岡
「
図
鑑
で
ね
。
絶
滅
種
だ
か
ら
」 

栄
次
郎
、
肩
を
落
と
す
。 

栄
次
郎
「
そ
う
か
、
あ
い
つ
ら
も
う
お
ら
ん
の
か
」 

守
岡
「
そ
う
だ
ね
、
残
念
だ
け
ど
」 

栄
次
郎
、
山
肌
を
撫
で
る
。 
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栄
次
郎
「
お
前
も
辛
か
ろ
う
ナ
ア
」 

守
岡
「
お
前
？
」 

栄
次
郎
「
こ
の
山
じ
ゃ
」 

守
岡
「
へ
、
山
？
」 

栄
次
郎
、
火
傷
跡
を
押
さ
え
る
。 

栄
次
郎
「
空
襲
か
ら
わ
し
ら
を
守
っ
て
く
れ
た
」 

栄
次
郎
、
深
く
息
を
吸
う
。 

栄
次
郎
「
父
親
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
」 

守
岡
「
じ
ゃ
あ
俺
の
ひ
い
爺
ち
ゃ
ん
だ
ね
」 

栄
次
郎
、
大
口
を
開
け
て
笑
う
。 

栄
次
郎
「
け
ど
な
」 

守
岡
「
ん
？
」 

栄
次
郎
「
わ
し
ら
は
助
か
っ
た
が
、
村
は
焼
け
て
な 

ん
も
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
」 

守
岡
「
あ
あ
、
そ
う
ら
し
い
ね
」 

栄
次
郎
、
頷
く
。 

栄
次
郎
「
だ
か
ら
爺
ち
ゃ
ん
は
牧
場
を
作
っ
て
、
村 

を
立
て
直
し
た
ん
じ
ゃ
」 

守
岡
「
独
力
で
だ
ろ
、
す
ご
い
な
」 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し 
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当
て
る
。 

守
岡
「
俺
に
は
到
底
真
似
で
き
な
い
」 

栄
次
郎
「
秀
一
、
お
前
は
わ
し
の
孫
じ
ゃ
」 

守
岡
、
栄
次
郎
を
見
る
。 

栄
次
郎
「
お
前
だ
っ
て
一
人
で
も
道
を
切
り
開
け
る
」 

守
岡
「
そ
う
か
な
」 

栄
次
郎
、
力
強
く
頷
く
。 

栄
次
郎
「
お
前
の
研
究
を
横
取
り
す
る
会
社
な
ぞ
辞 

め
た
ら
え
え
わ
い
」 

守
岡
「
気
軽
に
言
っ
て
く
れ
る
」 

守
岡
、
苦
笑
い
す
る
。 

栄
次
郎
、
守
岡
の
手
を
取
る
。 

栄
次
郎
「
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
帰
っ
て
こ
い
」 

栄
次
郎
、
微
笑
む
。 

守
岡
「
う
ん
。
わ
か
っ
た
よ
、
爺
ち
ゃ
ん
」 

守
岡
、
栄
次
郎
の
手
を
握
り
返
す
。 

 

〇
元
の
車
内 

運
転
席
に
後
藤
が
座
っ
て
い
る
。 

後
部
座
席
に
は
守
岡
が
座
っ
て
お
り
、
守
岡 
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の
前
の
机
に
は
青
い
小
型
容
器
が
あ
る
。 

守
岡
は
車
内
に
あ
る
、
自
身
と
栄
次
郎
が
写

っ
た
写
真
を
見
て
い
る
。 

後
藤
「
も
う
一
度
、
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
と
川
を
泳
ぐ
」 

守
岡
、
後
藤
を
見
る
。 

後
藤
「
そ
れ
が
お
爺
様
の
夢
だ
と
か
」 

守
岡
「
そ
う
さ
。
私
が
」 

守
岡
、
拳
を
反
対
の
手
に
打
ち
付
け
る
。 

守
岡
「
絶
対
に
そ
の
夢
を
叶
え
て
見
せ
る
」 

車
の
窓
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
る
。 

守
岡
が
車
外
を
見
る
と
、
野
村
が
窓
を
叩
い

て
い
る
。 

守
岡
「
学
生
か
？
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
、
窓
を
開
け
る
。 

野
村
「
考
え
直
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

守
岡
「
い
き
な
り
な
ん
だ
ね
」 

野
村
「
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
復
活
は
僕
ら
の
悲
願
な 

ん
で
す
！
」 

守
岡
、
腕
を
組
ん
で
野
村
を
見
る
。 

野
村
「
僕
た
ち
か
ら
夢
を
奪
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」 
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守
岡
「
夢
、
ね
」 

野
村
「
せ
め
て
、
共
同
研
究
と
か
」 

守
岡
「
君
！
」 

野
村
、
口
を
つ
ぐ
む
。 

守
岡
「
軽
々
し
く
言
う
こ
と
じ
ゃ
あ
な
い
な
」 

野
村
「
え
っ
」 

守
岡
「
共
同
研
究
中
、
君
達
が
私
の
成
果
を
横
取
り 

し
な
い
保
証
が
ど
こ
に
あ
る
」 

野
村
「
そ
ん
な
！
」 

守
岡
「
社
会
と
い
う
の
は
出
し
抜
き
合
い
だ
か
ら
ね
」 

野
村
「
あ
な
た
が
言
う
ん
で
す
か
！
」 

後
藤
の
ポ
ケ
ッ
ト
で
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
後
藤
、

ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て
る
。 

守
岡
「
出
し
抜
か
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
出
し
抜
く
側 

に
回
る
し
か
な
い
の
さ
」 

後
藤
「
先
生
！
」 

守
岡
、
後
藤
を
見
る
。 

後
藤
「
お
爺
様
が
、
亡
く
な
っ
た
と
」 

守
岡
「
え
」 

守
岡
、
運
転
席
に
駆
け
寄
る
。 
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守
岡
「
嘘
だ
、
嘘
だ
！
」 

守
岡
と
栄
次
郎
の
写
っ
た
写
真
が
落
下
す
る
。 

 

〇
農
道
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・
外
観 

Ｔ
・
栃
木
県
・
那
須
嘉
村
。 

農
道
を
走
る
白
い
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
。 

運
転
席
に
後
藤
、
後
部
座
席
に
守
岡
が
乗
っ

て
い
る
。 

 

〇
同
・
車
内 

後
藤
が
運
転
す
る
車
の
中
。 

進
行
方
向
に
里
山
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
牧
場

が
あ
る
。 

守
岡
が
後
部
座
席
に
乗
っ
て
お
り
、
守
岡
は

力
な
く
座
席
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
は
い
、
先
生
」 

守
岡
、
前
方
の
里
山
を
見
る
。 

守
岡
「
あ
れ
が
、
爺
さ
ん
の
山
だ
よ
」 

後
藤
、
首
を
振
る
。 
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後
藤
「
こ
ん
な
形
で
拝
見
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
」 

守
岡
「
私
は
、
爺
さ
ん
に
何
一
つ
返
せ
な
か
っ
た
」 

後
藤
「
左
様
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

守
岡
、
力
な
く
首
を
振
る
。 

後
藤
「
先
生
、
も
う
じ
き
で
す
」 

守
岡
、
前
方
の
牧
場
を
見
る
。 

 

〇
曽
我
牧
場
・
全
景 

緑
豊
か
な
里
山
の
麓
に
あ
る
牧
場
。 

牧
場
に
は
屋
敷
が
隣
接
し
て
い
る
。 

 

〇
曽
我
家
・
外
観 

曽
我
牧
場
と
隣
接
し
て
い
る
古
び
た
屋
敷
。 

建
設
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
玄
関
・
外 

曽
我
邦
明
（
２
９
）
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
前
で

作
業
員
ら
と
話
し
て
い
る
。 

玄
関
先
に
後
藤
が
運
転
す
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
が
乗
り
つ
け
る
。 
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後
部
座
席
に
は
守
岡
が
乗
っ
て
い
る
。 

曽
我
、
車
を
見
て
眉
を
顰
め
る
。 

後
藤
が
車
か
ら
降
り
、
守
岡
の
座
席
の
ド
ア

を
開
け
に
行
く
。 

曽
我
、
作
業
員
ら
に
向
か
っ
て 

曽
我
「
失
礼
」 

曽
我
、
車
の
方
へ
歩
い
て
い
く
。 

守
岡
、
車
を
降
り
て
曽
我
を
見
る
。 

曽
我
、
顔
を
し
か
め
る
。 

曽
我
「
秀
一
か
」 

守
岡
「
邦
明
じ
ゃ
な
い
か
、
い
つ
ぶ
り
だ
？
」 

曽
我
「
さ
あ
」 

守
岡
、
作
業
員
ら
を
顎
で
指
す
。 

守
岡
「
あ
れ
は
な
ん
だ
？
」 

曽
我
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
業
者
だ
」 

守
岡
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
？
」 

曽
我
「
爺
ち
ゃ
ん
の
山
に
設
置
す
る
」 

守
岡
「
爺
さ
ん
は
承
服
し
て
た
の
か
？
」 

曽
我
「
さ
あ
？
な
ん
せ
遺
言
書
が
な
い
ん
だ
か
ら
」 

守
岡
「
だ
が
爺
さ
ん
の
意
向
は
」 
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作
業
員
「
曽
我
さ
ー
ん
、
す
い
ま
せ
ー
ん
」 

曽
我
、
作
業
員
ら
を
見
る
。 

曽
我
「
す
い
ま
せ
ん
、
今
行
き
ま
す
」 

曽
我
、
守
岡
に
向
き
直
る
。 

曽
我
「
取
り
敢
え
ず
中
に
入
れ
」 

守
岡
「
し
か
し
」 

曽
我
「
葬
式
前
だ
。
や
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
」 

曽
我
、
作
業
員
ら
の
方
へ
歩
い
て
い
く
。 

守
岡
、
曽
我
の
背
中
を
見
送
る
。 

 

〇
同
・
床
の
間
・
内
（
夜
） 

葬
儀
の
飾
り
付
け
が
さ
れ
て
お
り
、
栄
次
郎

（
９
２
）
の
遺
体
が
入
っ
た
棺
桶
が
あ
る
。 

棺
桶
の
前
に
曽
我
が
お
り
、
座
っ
た
ま
ま
眠

り
か
け
て
い
る
。 

桔
梗
の
花
束
を
持
っ
た
守
岡
が
曽
我
の
背
後

に
や
っ
て
来
る
。 

守
岡
「
邦
明
」 

曽
我
、
半
開
き
の
目
で
守
岡
を
見
る
。 

曽
我

「
（

小
声
で
）

秀
し
ゅ
う

兄に
い

？
」 
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守
岡
「
ん
？
」 

曽
我
、
首
を
振
る
。 

曽
我
「
な
ん
で
も
な
い
。
な
ん
だ
？
」 

守
岡
「
交
代
だ
。
仮
眠
で
も
と
れ
」 

曽
我
「
い
や
、
俺
が
」 

守
岡
「
爺
さ
ん
に
話
が
あ
る
」 

曽
我
、
息
を
呑
む
。 

曽
我
「
そ
う
か
」 

曽
我
、
立
ち
上
が
る
。 

曽
我
「
隣
の
部
屋
に
い
る
」 

守
岡
「
あ
あ
」 

曽
我
、
部
屋
を
去
る
。 

守
岡
、
栄
次
郎
に
向
き
直
る
。 

守
岡
「
桔
梗
の
花
、
山
で
摘
ん
で
き
た
ん
だ
」 

守
岡
、
花
束
を
棺
桶
の
上
に
置
く
。 

守
岡
「
爺
ち
ゃ
ん
、
好
き
だ
っ
た
よ
な
」 

守
岡
、
棺
桶
の
前
に
座
る
。 

守
岡
「
ご
め
ん
。
カ
ワ
ウ
ソ
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
」 

守
岡
、
膝
の
上
で
両
拳
を
握
る
。 

守
岡
「
で
も
き
っ
と
い
つ
か
あ
の
山
に
カ
ワ
ウ
ソ
を 
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復
活
さ
せ
る
か
ら
、
遊
び
来
て
よ
」 

守
岡
、
棺
桶
を
そ
っ
と
撫
で
る
。 

守
岡
「
そ
れ
ま
で
、
山
は
俺
が
守
る
か
ら
」 

守
岡
、
瞬
き
し
て
涙
を
堪
え
る
。 

 

〇
曽
我
牧
場
・
牛
舎
・
外
観
（
朝
） 

薄
汚
れ
た
牛
舎
。 

空
に
は
入
道
雲
が
あ
る
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 

牛
舎
か
ら
つ
な
ぎ
を
着
た
曽
我
が
出
て
く
る
。 

車
の
発
進
音
が
聞
こ
え
る
。 

曽
我
が
農
道
の
方
を
向
く
と
、
建
設
会
社
の

ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
去
っ
て
い
く
の
が
見
え
る
。 

曽
我
、
農
道
の
方
へ
走
っ
て
い
く
。 

 

〇
同
・
大
広
間
・
内
（
朝
） 

大
広
間
の
窓
か
ら
里
山
と
牧
場
が
見
え
る
。 

守
岡
の
他
、
曽
我
竹
彦
（
５
６

）
、

曽
我
梅

子
（
５
２

）
、

曽
我
氏
松
（
５
０
）
を
含
む
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喪
服
を
着
た
人
々
が
座
っ
て
い
る
。
守
岡
の

脇
に
は
後
藤
が
控
え
て
い
る
。 

上
座
に
は
曽
我
国
光
（
５
８
）
と
そ
の
妻
お

よ
び
曽
我
和
子
（
８
４
）
が
座
っ
て
い
る
。 

和
子
は
座
椅
子
に
腰
か
け
、
栄
次
郎
の
遺
影 

を
持
っ
て
い
る
。 

国
光
「
こ
の
度
は
父
の
葬
儀
へ
の
御
参
列
、
誠
に
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

国
光
と
妻
、
和
子
、
頭
を
下
げ
る
。 

国
光
「
早
速
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
遺
産
配
分
に
つ 

い
て
、
お
話
し
し
た
く
」 

守
岡
、
手
を
挙
げ
る
。 

国
光
「
秀
一
君
」 

守
岡
「
失
礼
、
た
だ
」 

守
岡
、
立
ち
上
が
る
。 

守
岡
「
先
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
」 

参
列
者
ら
、
こ
そ
こ
そ
と
話
し
始
め
る
。 

竹
彦
「
あ
り
ゃ
誰
だ
」 

梅
子
「
ほ
ら
、
姉
さ
ん
の
倅
よ
」 

竹
彦
「
都
会
に
出
た
方
の
孫
か
」 
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氏
松
「
遺
産
目
当
て
で
戻
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
」 

後
藤
、
拳
を
握
る
。 

守
岡
、
小
さ
く
鼻
を
鳴
ら
す
。 

守
岡
「
遺
産
で
す
が
、
私
に
は
不
要
で
す
」 

ざ
わ
つ
く
一
同
。 

国
光
「
ほ
、
本
当
に
？
」 

守
岡
「
た
だ
！
」 

守
岡
、
天
を
指
す
。 

守
岡
「
一
つ
を
除
い
て
」 

国
光
「
そ
ら
一
体
」 

曽
我
の
声
「
ど
う
な
っ
て
や
が
る
！
」 

つ
な
ぎ
を
着
た
曽
我
が
入
っ
て
く
る
。 

国
光
「
邦
明
、
お
前
、
そ
ん
な
恰
好
で
」 

曽
我
と
守
岡
、
目
が
合
う
。 

曽
我
「
秀
一
！
」 

曽
我
、
ず
か
ず
か
と
守
岡
に
近
づ
い
て
い
く
。 

曽
我
「
業
者
を
追
い
返
す
な
ん
て
、
何
の
つ
も
り
だ
」 

守
岡
「
私
の
山
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ん
ぞ
を
つ
け 

ら
れ
て
は
か
な
わ
ん
か
ら
な
」 

曽
我
「
私
の
山
だ
っ
て
？
」 
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守
岡
、
一
同
に
向
き
直
る
。 

守
岡
「
皆
さ
ん
！
」 

守
岡
、
窓
の
方
へ
歩
い
て
い
く
。 

守
岡
「
私
が
た
だ
一
つ
欲
し
い
の
は
」 

守
岡
、
里
山
を
指
差
す
。 

守
岡
「
祖
父
が
所
有
し
て
い
た
、
あ
の
山
で
す
！
」 

ど
よ
め
く
一
同
。 

曽
我
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

曽
我
「
勝
手
な
こ
と
を
」 

国
光
「
秀
一
君
」 

守
岡
「
は
い
」 

国
光
「
遺
産
の
所
有
権
は
こ
れ
か
ら
決
め
る
わ
け
で
」 

守
岡
「
だ
か
ら
こ
そ
で
す
」 

国
光
「
は
あ
」 

守
岡
「
今
時
山
な
ん
ぞ
持
っ
て
い
て
も
二
束
三
文
」 

参
列
者
ら
、
唸
っ
て
頷
き
合
う
。 

曽
我
、
守
岡
を
睨
む
。 

守
岡
「
あ
の
小
山
と
引
き
換
え
に
皆
さ
ん
は
残
り
の 

遺
産
を
分
け
合
え
る
」 

国
光
「
ふ
む
」 
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守
岡
「
そ
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
し
、
皆
さ
ん
に
も 

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
で
し
ょ
う
」 

参
列
者
ら
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
。 

氏
松
「
確
か
に
な
ア
」 

竹
彦
「
分
け
前
が
増
え
る
な
ら
」 

梅
子
「
悪
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

曽
我
、
唇
を
噛
む
。 

守
岡
「
ど
う
で
す
、
伯
父
さ
ん
」 

国
光
「
そ
う
だ
な
あ
」 

国
光
、
参
列
者
ら
の
顔
を
窺
う
。 

国
光
「
皆
様
か
ら
異
議
が
な
け
れ
ば
」 

曽
我
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

曽
我
、
参
列
者
ら
の
中
心
に
進
み
出
る
。 

曽
我
「
こ
の
人
は
も
う
よ
そ
者
だ
」 

守
岡
「
よ
そ
者
っ
て
、
お
前
」 

曽
我
「
こ
ん
な
田
舎
の
山
な
ん
て
ほ
っ
た
ら
か
し
に 

す
る
で
し
ょ
う
」 

守
岡
「
人
を
遣
っ
て
管
理
す
る
」 

守
岡
、
後
藤
に
目
配
せ
す
る
。 

守
岡
「
そ
れ
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
」 
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曽
我
、
首
を
振
る
。 

曽
我
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
れ
ば
国
か
ら
補 

助
金
が
出
る
。
牧
場
の
経
営
資
金
に
な
り
ま
す
」 

守
岡
「
補
助
金
の
た
め
に
自
然
を
壊
す
気
か
？
」 

曽
我
、
守
岡
を
手
で
制
す
る
。 

曽
我
「
今
の
遺
産
配
分
の
問
題
じ
ゃ
な
い
」 

曽
我
、
参
列
者
ら
に
向
き
直
る
。 

曽
我
「
我
々
の
故
郷
の
、
こ
れ
か
ら
の
問
題
で
す
」 

守
岡
「
お
い
、
話
を
逸
ら
す
な
」 

曽
我
「
よ
そ
者
の
口
車
に
乗
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」 

守
岡
「
随
分
失
礼
な
物
言
い
だ
な
、
第
一
」 

和
子
、
咳
き
こ
み
始
め
る
。 

守
岡
「
よ
そ
者
と
い
う
の
は
よ
さ
な
い
か
」 

曽
我
「
故
郷
を
捨
て
た
人
間
が
今
更
口
出
す
な
っ
て 

言
っ
て
ん
だ
」 

守
岡
「
遺
産
相
続
と
居
住
地
は
無
関
係
だ
ろ
う
？
」 

和
子
、
ま
す
ま
す
強
く
咳
き
こ
む
。 

国
光
「
母
さ
ん
！
大
丈
夫
で
す
か
」 

曽
我
「
婆
ち
ゃ
ん
」 

曽
我
、
和
子
に
駆
け
寄
っ
て
い
く
。 
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守
岡
「
お
い
」 

国
光
、
参
列
者
ら
の
方
へ
向
き
直
る
。 

国
光
「
皆
様
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

国
光
、
頭
を
下
げ
る
。 

国
光
「
た
だ
、
こ
こ
は
場
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
」 

守
岡
「
い
や
、
し
か
し
」 

氏
松
「
し
ゃ
ー
ね
ー
べ
」 

梅
子
「
足
が
痺
れ
た
わ
」 

竹
彦
「
休
憩
じ
ゃ
休
憩
」 

参
列
者
ら
、
立
ち
上
が
る
。 

守
岡
、
顔
を
し
か
め
て
親
指
を
側
頭
部
に
グ

リ
グ
リ
と
押
し
当
て
る
。 

 

〇
同
・
和
子
の
部
屋
・
内
（
朝
） 

和
子
が
布
団
で
横
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
脇
に
医
者
と
曽
我
が
座
っ
て
い
る
。 

医
者
「
特
段
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」 

曽
我
「
本
当
で
す
か
？
」 

医
者
「
え
え
」 

医
者
、
立
ち
上
が
る
。 
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曽
我
「
急
に
発
作
が
起
き
た
ん
で
す
が
」 

医
者
「
不
思
議
で
す
ね
え
」 

曽
我
「
不
思
議
っ
て
」 

医
者
「
ま
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」 

曽
我
「
は
あ
」 

医
者
、
部
屋
を
出
て
い
く
。 

和
子
、
薄
目
を
開
け
て
医
者
が
去
る
の
を
見

て
い
る
。 

曽
我
、
和
子
の
方
を
見
て
目
が
合
う
。 

和
子
、
急
い
で
目
を
閉
じ
る
。 

曽
我
「
婆
ち
ゃ
ん
？
」 

曽
我
、
和
子
の
脇
に
座
る
。 

曽
我
「
も
し
か
し
て
、
仮
病
？
」 

和
子
「
ご
め
ん
ね
え
」 

曽
我
「
何
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
」 

和
子
「
邦
ち
ゃ
ん
達
の
喧
嘩
を
止
め
た
く
て
ね
え
」 

曽
我
「
喧
嘩
じ
ゃ
な
い
よ
。
も
っ
と
大
事
な
問
題
だ
」 

和
子
、
首
を
振
る
。 

和
子
「
私
に
は
難
し
い
こ
と
は
わ
か
ん
な
い
け
ん
ど
」 

曽
我
「
う
ん
」 
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和
子
、
曽
我
の
手
を
取
る
。 

和
子
「
秀
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
す
る
ん
だ
よ
」 

曽
我
「
そ
れ
は
」 

曽
我
、
首
を
振
る
。 

和
子
「
邦
ち
ゃ
ん
」 

曽
我
「
あ
い
つ
は
故
郷
を
捨
て
た
ん
だ
」 

和
子
「
昔
は
秀
兄
秀
兄
っ
て
本
当
の
弟
み
た
い
に
」 

曽
我
「
昔
の
話
は
よ
し
て
よ
」 

曽
我
、
和
子
の
手
を
払
う
。 

曽
我
「
ご
め
ん
、
で
も
も
う
行
く
よ
」 

和
子
「
ご
め
ん
ね
え
」 

曽
我
、
部
屋
を
出
る
。 

 

〇
居
間
・
外 

曽
我
が
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。 

居
間
の
中
か
ら
騒
ぎ
声
と
国
光
の
声
が
聞
こ

え
る
。 

国
光
「
い
や
あ
、
秀
一
君
も
立
派
に
な
っ
た
も
ん
だ
」 

曽
我
、
居
間
の
扉
を
少
し
だ
け
開
け
て
中
を

覗
き
見
る
。 
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〇
同
・
内 守

岡
と
国
光
、
氏
松
が
酒
盛
り
を
し
て
い
る
。

守
岡
以
外
の
２
人
は
顔
が
赤
い
。 

少
し
扉
が
開
き
、
曽
我
が
片
目
で
中
を
見
て

い
る
様
子
が
見
え
る
。 

守
岡
「
祖
父
が
援
助
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
」 

氏
松
「
そ
ん
で
、
都
会
に
出
ち
ま
っ
た
わ
け
だ
」 

国
光
「
お
い
お
い
、
そ
ん
な
言
い
方
は
」 

氏
松
「
親
父
が
死
ぬ
ま
で
帰
ら
ね
ん
だ
か
ら
よ
」 

守
岡
、
酒
瓶
を
手
に
し
て
強
く
握
る
。 

守
岡
「
え
え
、
そ
の
こ
と
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

氏
松
「
ほ
ー
お
？
」 

守
岡
「
埋
め
合
わ
せ
と
言
っ
て
は
何
で
す
が
」 

守
岡
、
酒
瓶
を
抱
え
る
。 

守
岡
「
私
、
多
少
は
顔
の
利
く
大
学
が
あ
り
ま
し
て
」 

氏
松
「
ほ
お
」 

守
岡
「
私
立
で
す
が
、
医
学
部
も
あ
る
ん
で
す
」 

氏
松
「
何
、
医
学
部
？
」 

守
岡
「
娘
さ
ん
、
医
師
に
な
り
た
い
と
か
」 

氏
松
「
あ
あ
」 
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守
岡
「
素
晴
ら
し
い
夢
で
す
」 

守
岡
、
酒
瓶
を
氏
松
の
方
に
向
け
る
。 

守
岡
「
進
学
の
件
、
相
談
に
乗
り
ま
す
よ
」 

氏
松
「
相
談
、
か
」 

氏
松
、
お
猪
口
を
差
し
出
す
。 

守
岡
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

氏
松
「
取
り
敢
え
ず
、
話
を
聞
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
」 

守
岡
「
え
え
。
代
わ
り
と
言
っ
て
は
何
で
す
が
、
遺 

産
の
件
は
よ
し
な
に
」 

守
岡
、
氏
松
の
お
猪
口
に
酒
を
注
ぐ
。 

 

〇
同
・
外 曽

我
が
扉
の
隙
間
か
ら
室
内
を
見
て
い
る
。 

氏
松
の
声
「
い
く
ら
包
め
ば
い
い
の
か
ね
」 

守
岡
の
声
「
そ
う
で
す
ね
え
」 

曽
我
、
床
に
拳
を
打
ち
付
け
る
。 

 

〇
曽
我
牧
場
・
牛
舎
・
内 

乳
牛
が
多
数
飼
育
さ
れ
た
牛
舎
。 

曽
我
が
大
量
の
汗
を
か
き
、
ふ
ら
つ
き
な
が 
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ら
ス
コ
ッ
プ
で
牛
糞
を
掃
除
し
て
い
る
。 

後
藤
が
舎
内
に
入
っ
て
く
る
。 

曽
我
「
畜
生
」 

曽
我
、
ス
コ
ッ
プ
を
牛
糞
に
突
き
刺
す
。
ス

コ
ッ
プ
が
引
っ
か
か
り
、
よ
ろ
め
く
。 

曽
我
「
お
、
わ
、
た
た
た
」 

曽
我
が
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

後
藤
が
曽
我
を
抱
き
と
め
る
。 

後
藤
「
ご
無
事
で
す
か
」 

曽
我
、
抱
き
留
め
ら
れ
た
ま
ま
曽
我
を
振
り

向
く
。 

曽
我
「
あ
ん
た
は
、
秀
一
の
」 

後
藤
「
秘
書
の
後
藤
で
す
。
お
時
間
頂
戴
し
て
も
？
」 

曽
我
「
ま
あ
、
い
い
で
す
け
ど
」 

後
藤
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

曽
我
「
え
っ
と
、
そ
の
前
に
」 

後
藤
「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
か
？
」 

曽
我
「
離
し
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
」 

後
藤
「
も
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

後
藤
、
曽
我
を
離
す
。 
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〇
同
・
外 曽

我
と
後
藤
が
パ
イ
プ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。 

後
藤
「
お
婆
様
に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
」 

曽
我
「
お
話
し
っ
て
、
何
を
？
」 

後
藤
「
先
生
と
邦
明
様
、
幼
い
頃
は
兄
弟
の
よ
う
に 

仲
が
良
か
っ
た
と
か
」 

曽
我
、
肩
を
す
く
め
る
。 

曽
我
「
ガ
キ
の
頃
の
話
で
す
よ
」 

後
藤
「
何
故
、
朝
は
あ
の
よ
う
な
」 

曽
我
、
後
藤
を
睨
む
。 

後
藤
「
先
生
も
強
引
だ
っ
た
と
は
存
じ
ま
す
が
」 

曽
我
「
今
更
」 

曽
我
、
深
く
息
を
吐
く
。 

曽
我
「
よ
そ
者
に
口
出
し
さ
れ
た
く
な
い
ん
で
す
わ
」 

後
藤
「
よ
そ
者
で
す
か
」 

曽
我
、
立
ち
上
が
っ
て
牧
草
地
を
見
る
。 

曽
我
「
本
当
な
ら
秀
一
が
こ
こ
を
継
ぐ
は
ず
で
し
た
」 

後
藤
「
そ
う
、
伺
っ
て
お
り
ま
す
」 

曽
我
「
あ
い
つ
は
、
都
会
に
逃
げ
た
ん
で
す
」 

後
藤
「
邦
明
様
は
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 33 

曽
我
、
後
藤
を
振
り
返
る
。 

後
藤
「
牧
場
を
継
ぎ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」 

曽
我
「
そ
ん
な
こ
と
は
！
」 

曽
我
、
俯
く
。 

後
藤
「
で
は
、
何
故
？
」 

曽
我
、
牧
草
地
を
見
る
。 

曽
我
「
こ
の
牧
場
は
倒
産
寸
前
で
す
」 

後
藤
「
え
え
っ
」 

曽
我
「
親
父
の
世
代
は
受
け
入
れ
て
ま
す
け
ど
ね
」 

後
藤
「
左
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
」 

曽
我
「
あ
い
つ
は
」 

曽
我
、
拳
を
握
る
。 

曽
我
「
こ
こ
を
立
て
直
す
責
任
か
ら
逃
げ
た
ん
で
す
」 

後
藤
、
立
ち
上
が
る
。 

後
藤
「
お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
す
が
」 

曽
我
「
何
で
す
」 

後
藤
「
先
生
が
都
会
に
出
た
の
は
２
０
年
も
前
で
は
」 

曽
我
「
そ
う
で
す
け
ど
」 

後
藤
「
そ
の
頃
は
ま
だ
」 

曽
我
、
後
藤
に
向
き
な
お
る
。 
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曽
我
「
で
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
！
」 

曽
我
、
両
拳
を
握
る
。 

曽
我
「
２
０
年
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」 

曽
我
、
身
を
震
わ
せ
る
。 

後
藤
「
邦
明
様
、
あ
な
た
本
当
は
先
生
を
」 

曽
我
、
ハ
ッ
と
目
を
見
開
い
て
後
藤
に
背
を

向
け
る
。 

曽
我
「
あ
い
つ
の
味
方
を
す
る
な
ら
も
う
話
す
こ
と 

は
あ
り
ま
せ
ん
」 

後
藤
「
し
か
し
ま
だ
」 

曽
我
「
仕
事
が
あ
り
ま
す
の
で
」 

曽
我
、
牛
舎
内
に
向
か
う
。 

後
藤
、
そ
の
背
を
見
送
る
。 

 

〇
里
山
・
麓
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・
外
観 

後
藤
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
向
か
っ
て
歩

い
て
い
く
。 

 

〇
同
・
車
内 

守
岡
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
。
パ 
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ソ
コ
ン
の
画
面
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
有

害
性
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
記
事
が
映
っ
て
い
る
。 

後
藤
が
守
岡
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
て
い
る
。 

後
藤
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

守
岡
「
ま
あ
邦
明
を
説
得
で
き
な
く
て
も
問
題
な
い
」 

後
藤
、
頭
を
上
げ
る
。 

守
岡
「
欲
深
い
連
中
は
懐
柔
で
き
た
し
」 

後
藤
「
流
石
で
す
」 

守
岡
「
し
か
し
あ
い
つ
」 

守
岡
、
座
席
に
寄
り
か
か
る
。 

守
岡
「
本
当
に
補
助
金
で
牧
場
を
立
て
直
す
気
だ
っ 

た
の
か
」 

後
藤
「
は
い
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
」 

守
岡
、
腕
を
組
む
。 

守
岡
「
無
理
だ
な
」 

後
藤
「
や
は
り
そ
う
で
す
か
」 

守
岡
「
補
助
金
程
度
じ
ゃ
焼
け
石
に
水
だ
」 

後
藤
「
え
え
」 

守
岡
「
１
０
年
も
延
命
出
来
た
ら
御
の
字
さ
」 

後
藤
「
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
」 
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守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
は
い
」 

守
岡
「
そ
れ
を
議
論
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
よ
」 

後
藤
「
し
か
し
先
生
」 

守
岡
「
今
は
こ
の
山
を
」 

守
岡
、
窓
越
し
に
里
山
を
見
る
。 

守
岡
「
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
よ
う
」 

後
藤
、
唾
を
飲
み
込
む
。 

後
藤
「
先
生
」 

守
岡
「
ん
？
」 

後
藤
「
会
社
を
辞
め
た
日
の
こ
と
覚
え
て
ま
す
か
？
」 

守
岡
「
な
ん
だ
い
藪
か
ら
棒
に
」 

後
藤
、
守
岡
と
見
つ
め
合
う
。 

守
岡
「
忘
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」 

守
岡
、
後
藤
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
。 

 

〇
（
回
想
）
マ
グ
ナ
製
薬
・
外
観 

Ｔ
・
５
年
前
。 

都
市
部
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。 
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〇
（
回
想
）
同
・
喫
煙
室
・
内 

後
藤
（
２
６
）
が
短
く
な
っ
た
煙
草
を
吸
っ

て
い
る
。 

守
岡
（
２
６
）
が
喫
煙
室
に
入
っ
て
く
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
守
岡
さ
ん
」 

守
岡
、
煙
草
を
取
り
出
す
。 

守
岡
「
今
か
ら
、
退
職
届
を
出
し
て
く
る
」 

後
藤
「
え
っ
」 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
に
は
世
話
に
な
っ
た
か
ら
、
報 

告
し
と
き
た
く
て
ね
」 

守
岡
、
煙
草
を
吸
い
始
め
る
。 

後
藤
「
何
も
し
て
な
い
で
す
よ
」 

守
岡
、
首
を
振
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
ほ
ど
丁
寧
な
事
務
員
、
俺
は
知 

ら
な
い
ね
」 

後
藤
の
煙
草
が
、
加
熱
部
が
指
に
か
か
る
ほ

ど
短
く
な
る
。 

後
藤
「
僕
は
そ
ん
な
、
熱
っ
」 

後
藤
、
煙
草
を
灰
皿
に
捨
て
る
。 
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守
岡
「
１
つ
忠
告
し
と
く
」 

後
藤
「
何
で
す
か
？
」 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
も
早
く
辞
め
た
方
が
い
い
」 

後
藤
「
僕
が
で
す
か
？
」 

守
岡
「
こ
の
会
社
じ
ゃ
あ
」 

守
岡
、
煙
草
を
吸
う
。 

守
岡
「
君
み
た
い
に
真
面
目
な
人
は
使
い
潰
さ
れ
る
」 

後
藤
、
俯
く
。 

後
藤
「
そ
れ
で
も
仕
方
な
い
で
す
」 

守
岡
「
な
ん
だ
っ
て
？
」 

後
藤
「
僕
、
守
岡
さ
ん
と
違
っ
て
無
能
な
ん
で
、
他 

じ
ゃ
や
っ
て
け
な
い
で
す
よ
」 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
応
援
し
て
ま
す
」 

後
藤
、
喫
煙
室
を
出
よ
う
と
す
る
。 

守
岡
「
待
ち
な
よ
」 

後
藤
、
振
り
返
る
。 

守
岡
「
そ
れ
で
い
い
の
か
い
、
君
の
人
生
だ
ろ
」 

後
藤
「
会
社
辞
め
た
ら
、
親
に
心
配
か
け
ま
す
」 

守
岡
「
だ
か
ら
さ
」 
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守
岡
、
煙
草
を
灰
皿
に
捨
て
る
。 

守
岡
「
君
が
ど
う
し
た
い
か
を
聞
い
て
る
ん
だ
」 

後
藤
「
わ
か
ら
な
い
で
す
。
考
え
た
こ
と
な
い
ん
で
」 

守
岡
「
そ
ん
な
」 

後
藤
、
守
岡
に
背
を
向
け
る
。 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し

当
て
た
後
、
後
藤
を
無
理
矢
理
引
き
戻
す
。 

守
岡
「
君
を
俺
の
秘
書
に
す
る
」 

後
藤
「
え
え
！
？
」 

守
岡
「
や
っ
て
み
て
気
に
食
わ
な
か
っ
た
ら
、
煮
る 

な
り
焼
く
な
り
」 

守
岡
、
煙
草
の
箱
を
取
り
出
す
。 

守
岡
「
そ
う
だ
な
、
生
命
保
険
で
も
か
け
た
ら
い
い
」 

後
藤
「
ご
冗
談
で
し
ょ
う
？
」 

守
岡
、
箱
か
ら
１
本
煙
草
を
抜
く
。 

守
岡
「
本
気
だ
。
少
な
く
と
も
覚
悟
の
点
で
は
ね
」 

守
岡
、
煙
草
を
後
藤
に
差
し
出
す
。 

守
岡
「
ど
う
す
る
？
」 

後
藤
「
僕
は
」 

守
岡
「
自
分
を
変
え
た
い
と
思
わ
な
い
か
？
」 
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後
藤
、
頷
い
て
煙
草
を
受
け
取
る
。 

 

〇
元
の
車
内 

守
岡
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
。
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
有

害
性
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
記
事
が
映
っ
て
い
る
。 

後
藤
が
守
岡
の
隣
に
座
っ
て
い
る
。 

守
岡
「
で
、
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か
い
？
」 

後
藤
「
僕
は
あ
の
日
の
先
生
に
」 

地
震
が
起
こ
る
。 

後
藤
「
先
生
！
」 

後
藤
、
守
岡
を
支
え
る
。 

地
震
が
収
ま
る
。 

守
岡
「
ま
た
か
、
最
近
多
い
な
」 

後
藤
「
ま
た
？
」 

守
岡
「
ほ
ら
、
こ
な
い
だ
宮
崎
で
も
」 

守
岡
、
息
を
飲
む
。 

守
岡
「
サ
ン
プ
ル
は
？
」 

後
藤
「
は
い
？
」 

守
岡
「
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
細
胞
だ
、
停
電
で
も
し 
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て
た
ら
温
度
が
」 

後
藤
「
事
務
所
の
様
子
は
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き
ま
す
」 

後
藤
、
守
岡
と
位
置
を
入
れ
替
え
て
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
す
る
。 

守
岡
「
非
常
電
源
も
あ
る
が
万
一
」 

パ
ソ
コ
ン
に
「No 

Signal

」
と
表
示
さ
れ
、

後
藤
が
呻
く
。 

後
藤
「
カ
メ
ラ
、
反
応
あ
り
ま
せ
ん
」 

守
岡
「
い
か
ん
。
大
至
急
東
京
に
戻
っ
て
」 

守
岡
の
ポ
ケ
ッ
ト
で
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。 

守
岡
「
こ
ん
な
時
に
」 

守
岡
電
話
に
出
る
。 

守
岡
「
何
で
す
か
？
え
え
？
わ
か
り
ま
し
た
」 

守
岡
、
電
話
を
切
る
。 

守
岡
「
伯
父
さ
ん
か
ら
だ
、
屋
敷
に
戻
れ
と
」 

後
藤
「
ど
う
し
て
ま
た
急
に
」 

守
岡
「
婆
さ
ん
の
思
い
付
き
ら
し
い
、
畜
生
」 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し

当
て
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 
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後
藤
「
は
い
！
」 

守
岡
「
私
は
こ
っ
ち
に
残
る
。
事
務
所
は
頼
ん
だ
」 

後
藤
「
承
知
し
ま
し
た
」 

守
岡
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
車
を
降
り
る
。 

 

〇
曽
我
家
・
大
広
間
・
内
（
夕
） 

守
岡
の
他
、
曽
我
、
竹
彦
、
梅
子
、
氏
松
を

含
む
喪
服
を
着
た
人
々
が
座
っ
て
い
る
。 

上
座
に
は
国
光
と
そ
の
妻
お
よ
び
和
子
が
座

っ
て
い
る
。 

和
子
は
座
椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
。 

和
子
「
皆
々
様
」 

和
子
、
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。 

和
子
「
大
変
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

竹
彦
「
母
さ
ん
、
ど
う
し
た
ん
で
す
」 

和
子
「
私
は
、
嘘
を
つ
い
て
お
り
ま
し
た
」 

和
子
、
懐
か
ら
遺
言
書
を
取
り
出
す
。 

和
子
「
あ
の
人
の
、
遺
言
書
で
す
」 

一
同
、
ど
よ
め
く
。 

守
岡
「
馬
鹿
な
」 
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和
子
、
遺
言
書
を
開
く
。 

和
子
「
遺
産
の
配
分
に
つ
い
て
、
ち
ゃ
あ
ん
と
書
か 

れ
と
り
ま
す
」 

守
岡
、
立
ち
上
が
る
。 

守
岡
「
何
故
黙
っ
て
た
ん
だ
っ
」 

和
子
「
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
、
若
い
人
ら
が
決
め
る 

の
が
一
番
と
思
っ
て
」 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し

当
て
、
首
を
振
る
。 

和
子
「
で
も
、
そ
の
せ
い
で
諍
い
が
起
き
て
し
ま
い 

ま
し
た
」 

曽
我
、
俯
く
。 

和
子
「
そ
し
て
さ
っ
き
の
地
震
」 

和
子
、
天
を
仰
ぐ
。 

和
子
「
き
っ
と
天
国
の
あ
の
人
が
、
私
を
叱
る
た
め 

に
起
こ
し
た
ん
で
し
ょ
う
」 

和
子
、
遺
言
書
に
目
を
落
と
す
。 

守
岡
「
山
は
、
山
の
処
遇
は
？
」 

和
子
「
あ
の
山
の
所
有
権
は
」 

和
子
、
深
く
息
を
吸
う
。 
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和
子
「
妻
和
子
、
私
に
任
せ
る
と
」 

和
子
、
曽
我
を
見
る
。 

曽
我
「
婆
ち
ゃ
ん
？
」 

和
子
「
邦
ち
ゃ
ん
」 

曽
我
、
お
ず
お
ず
と
頷
く
。 

和
子
「
私
は
、
邦
ち
ゃ
ん
に
、
あ
の
山
を
あ
げ
ま
す
」 

曽
我
「
本
当
に
？
」 

和
子
、
頷
く
。 

守
岡
、
身
を
震
わ
せ
つ
つ
深
呼
吸
す
る
。 

守
岡
「
そ
ん
な
」 

和
子
「
ご
め
ん
ね
え
、
秀
ち
ゃ
ん
」 

守
岡
「
ど
う
し
て
」 

和
子
、
目
を
伏
せ
る
。 

守
岡
「
そ
ん
な
。
待
っ
て
く
れ
」 

守
岡
、
和
子
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。 

守
岡
「
山
の
自
然
が
、
爺
ち
ゃ
ん
の
山
が
」 

梅
子
「
あ
の
」 

参
列
者
ら
、
梅
子
を
見
る
。 

梅
子
「
山
以
外
の
、
遺
産
の
こ
と
は
」 

和
子
、
何
度
も
頷
く
。 
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和
子
「
勿
論
、
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
」 

参
列
者
ら
、
ど
よ
め
く
。 

守
岡
の
ポ
ケ
ッ
ト
で
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。 

守
岡
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。
画
面
に
「
後

藤
智
雄
」
と
表
示
さ
れ
る
。
守
岡
、
ふ
ら
ふ

ら
と
大
広
間
の
出
口
へ
向
か
う
。 

和
子
、
遺
言
書
を
国
光
に
渡
す
。 

国
光
「
で
は
、
僭
越
な
が
ら
読
み
上
げ
ま
す
」 

守
岡
、
力
な
い
足
取
り
で
大
広
間
を
出
る
。 

 

〇
同
・
外 守

岡
が
扉
の
脇
で
立
ち
、
ス
マ
ホ
を
耳
に
当

て
て
い
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
、
サ
ン
プ
ル
は
？
」 

守
岡
、
目
元
を
押
さ
え
て
力
な
く
座
り
込
む
。 

 

〇
里
山
・
山
道
（
夜
） 

守
岡
が
山
道
を
走
っ
て
い
る
。 
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〇
里
山
・
中
腹
（
夜
） 

洞
窟
が
あ
り
、
周
囲
に
は
桔
梗
の
花
が
咲
い

て
い
る
。 

荒
い
息
の
守
岡
が
洞
窟
に
向
か
っ
て
で
ふ
ら

ふ
ら
と
歩
い
て
い
る
。 

守
岡
、
洞
窟
の
入
口
に
来
た
と
こ
ろ
で
振
り

返
り
、
あ
た
り
を
見
渡
す
。 

 

〇
（
イ
メ
ー
ジ
）
里
山
・
中
腹
（
夜
） 

桔
梗
の
花
畑
と
洞
窟
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
代

わ
り
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
。 

 

〇
元
の
里
山
・
中
腹
（
夜
） 

守
岡
が
震
え
な
が
ら
周
囲
を
見
て
い
る
。 

雨
が
降
り
始
め
る
。 

守
岡
、
座
り
込
ん
で
え
ず
く
。 

後
藤
の
声
「
先
生
！
」 

守
岡
が
振
り
向
く
と
、
後
藤
が
近
付
い
て
き

て
い
る
。 

後
藤
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」 
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守
岡
「
私
は
、
失
敗
し
た
」 

守
岡
、
髪
の
毛
を
グ
シ
ャ
ッ
と
掴
む
。 

守
岡
「
失
敗
し
た
ん
だ
、
何
も
か
も
」 

後
藤
「
先
生
」 

後
藤
、
守
岡
の
肩
を
抱
く
。 

後
藤
「
水
辺
は
冷
え
ま
す
、
場
所
を
変
え
ま
し
ょ
う
」 

後
藤
、
守
岡
を
支
え
て
立
た
せ
る
。 

 

〇
同
・
山
頂
・
テ
ン
ト
・
外
（
夜
） 

雨
の
中
に
小
型
の
テ
ン
ト
が
立
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
内
（
夜
） 

電
気
式
ラ
ン
タ
ン
を
囲
ん
で
守
岡
と
後
藤
が

座
っ
て
い
る
。 

守
岡
「
敵
を
見
誤
っ
た
と
い
う
べ
き
か
な
」 

後
藤
「
敵
？
」 

守
岡
「
邦
明
を
論
破
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
た
が
」 

守
岡
、
膝
を
抱
え
る
。 

守
岡
「
婆
さ
ん
が
思
わ
ぬ
伏
兵
だ
っ
た
」 

後
藤
「
先
生
」 
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守
岡
、
顔
を
上
げ
て
後
藤
を
見
る
。 

後
藤
「
敵
と
か
、
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
」 

守
岡
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
」 

後
藤
「
邦
明
様
を
論
破
す
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合 

う
べ
き
だ
っ
た
と
僕
は
思
う
ん
で
す
」 

守
岡
「
邦
明
が
私
を
嫌
っ
て
い
る
の
に
か
い
」 

後
藤
「
逆
で
す
よ
」 

守
岡
「
逆
？
」 

後
藤
「
先
生
が
い
な
く
な
っ
て
寂
し
か
っ
た
ん
で
す 

よ
、
邦
明
様
は
」 

守
岡
「
ま
さ
か
」 

後
藤
「
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
従
弟
の
こ
と
が
」 

守
岡
、
親
指
を
側
頭
部
に
グ
リ
グ
リ
と
押
し

当
て
る
。 

守
岡
「
あ
あ
、
信
じ
ら
れ
な
い
さ
」 

後
藤
「
そ
う
で
す
か
」 

守
岡
「
他
人
な
ん
て
、
信
用
で
き
な
い
」 

後
藤
「
だ
か
ら
、
共
同
研
究
も
断
っ
た
ん
で
す
ね
」 

守
岡
「
今
そ
の
話
は
関
係
な
い
だ
ろ
う
！
」 

後
藤
「
共
同
研
究
だ
っ
た
ら
、
地
震
く
ら
い
で
サ
ン 
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プ
ル
が
ダ
メ
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」 

守
岡
「
さ
っ
き
か
ら
何
が
言
い
た
い
ん
だ
」 

守
岡
、
後
藤
に
詰
め
寄
る
。 

守
岡
「
君
ら
し
く
も
な
い
」 

後
藤
「
ら
し
く
な
い
の
は
先
生
で
す
」 

守
岡
「
何
わ
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
言
っ
て
る
ん
だ
」 

後
藤
「
僕
は
知
っ
て
る
ん
で
す
！
」 

後
藤
、
守
岡
に
詰
め
寄
る
。 

守
岡
、
身
を
引
く
。 

後
藤
「
あ
の
日
、
僕
を
連
れ
出
し
て
く
れ
た
」 

守
岡
、
呻
く
。 

後
藤
「
そ
れ
が
先
生
の
本
質
で
し
ょ
う
？
」 

守
岡
、
顔
を
背
け
る
。 

守
岡
「
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
さ
」 

後
藤
「
先
生
」 

後
藤
、
守
岡
の
手
を
取
る
。 

後
藤
「
邦
明
様
は
、
大
丈
夫
で
す
」 

守
岡
、
後
藤
と
目
を
合
わ
せ
る
。 

後
藤
「
信
じ
ま
し
ょ
う
」 

守
岡
、
目
を
伏
せ
て
後
藤
の
手
を
見
る
。 
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〇
曽
我
家
・
邦
明
の
部
屋
・
内
（
夜
） 

曽
我
が
布
団
で
横
に
な
り
、
天
井
を
見
つ
め 

て
い
る
。 

屋
外
か
ら
雨
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

部
屋
の
戸
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。 

曽
我
「
は
い
」 

曽
我
、
布
団
か
ら
出
て
扉
を
開
け
る
。 

廊
下
に
守
岡
が
立
っ
て
い
る
。 

曽
我
「
秀
一
」 

守
岡
、
鼻
で
深
く
呼
吸
す
る
。 

曽
我
「
こ
ん
な
夜
中
に
何
の
用
だ
」 

守
岡
、
徐
々
に
膝
を
つ
い
て
土
下
座
す
る
。 

曽
我
「
な
っ
、
何
を
」 

守
岡
「
お
願
い
だ
」 

曽
我
「
お
願
い
だ
と
？
」 

守
岡
「
山
は
お
前
の
も
の
で
い
い
。
だ
か
ら
、
自
然 

を
壊
す
の
は
や
め
て
く
れ
」 

曽
我
「
で
も
」 

守
岡
「
あ
の
山
は
爺
ち
ゃ
ん
を
守
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」 

曽
我
「
や
め
ろ
！
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 51 

曽
我
、
拳
を
握
っ
て
守
岡
か
ら
目
を
逸
ら
す
。 

曽
我
「
俺
は
、
牧
場
を
守
る
ん
だ
」 

守
岡
、
顔
を
上
げ
る
。 

守
岡
「
私
が
お
前
を
支
え
る
」 

曽
我
「
え
っ
」 

守
岡
「
私
が
お
前
を
支
え
る
と
言
っ
た
ん
だ
」 

曽
我
、
身
を
震
わ
せ
る
。 

曽
我
「
本
気
で
言
っ
て
る
の
か
？
」 

守
岡
「
牧
場
の
こ
と
、
お
前
に
ば
か
り
背
負
わ
せ
て
」 

守
岡
、
再
び
頭
を
下
げ
る
。 

守
岡
「
す
ま
な
か
っ
た
」 

曽
我
、
膝
を
つ
く
。 

守
岡
「
だ
か
ら
、
一
緒
に
山
を
、
守
っ
て
く
れ
」 

曽
我
、
涙
を
流
す
。 

守
岡
、
床
に
涙
粒
が
落
ち
る
の
を
見
て
顔
を

上
げ
る
。 

曽
我
「
秀
、
兄
」 

守
岡
、
曽
我
を
抱
き
し
め
る
。 

守
岡
「
ま
た
、
秀
兄
と
呼
ん
で
く
れ
る
の
か
」 

曽
我
、
頷
く
。 
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曽
我
「
怖
か
っ
た
」 

守
岡
、
頷
く
。 

曽
我
「
俺
の
代
で
、
牧
場
が
」 

守
岡
、
曽
我
の
頭
に
手
を
回
す
。 

守
岡
「
大
丈
夫
だ
。
２
人
な
ら
、
大
丈
夫
だ
」 

曽
我
、
頷
い
て
守
岡
を
抱
き
し
め
返
す
。 

雨
の
音
が
止
む
。 

 

〇
同
・
仏
間
・
内
（
夜
） 

仏
壇
に
栄
次
郎
の
遺
影
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

守
岡
が
仏
壇
の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。 

曽
我
、
そ
の
後
ろ
で
座
っ
て
い
る
。 

守
岡
「
爺
ち
ゃ
ん
、
心
配
か
け
て
ご
め
ん
」 

曽
我
、
頷
く
。 

曽
我
「
あ
り
が
と
う
、
秀
兄
」 

守
岡
、
首
を
振
っ
て
振
り
返
る
。 

守
岡
「
だ
が
、
実
際
ど
う
し
た
も
の
か
な
」 

曽
我
「
牧
場
か
？
」 

守
岡
、
頷
く
。 

守
岡
「
収
益
を
見
た
が
酷
い
も
ん
だ
」 
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曽
我
、
苦
笑
い
す
る
。 

曽
我
「
い
っ
そ
、
秀
兄
の
事
務
所
に
で
も
し
た
方
が 

儲
か
る
か
も
ね
」 

守
岡
、
苦
笑
い
す
る
。 

守
岡
「
診
療
所
に
し
ろ
研
究
所
に
し
ろ
デ
カ
す
ぎ
」 

守
岡
、
ハ
ッ
と
息
を
飲
む
。 

守
岡
「
い
や
、
そ
う
だ
、
だ
が
時
間
も
コ
ス
ト
も
」 

曽
我
「
秀
兄
」 

守
岡
、
曽
我
を
見
る
。 

曽
我
「
何
を
思
い
つ
い
た
か
知
ら
な
い
け
ど
」 

曽
我
、
守
岡
の
方
に
進
み
出
る
。 

曽
我
「
抱
え
込
む
な
よ
、
俺
も
い
る
ん
だ
ぜ
」 

守
岡
「
あ
あ
！
」 

守
岡
、
頷
く
。 

 

〇
曽
我
牧
場
・
全
景
（
朝
） 

Ｔ
・
３
年
後
。 

桔
梗
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
る
里
山
、
そ
の
麓

に
あ
る
牧
場
。 

牧
場
の
入
口
に
「
那
須
大
学
研
究
牧
場
オ
ー 
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プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と
掛
か
れ
た
垂
れ

幕
が
か
か
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
事
務
所
・
外
観
（
朝
） 

牧
場
内
の
小
屋
。 

曽
我
の
声
「
秀
兄
、
早
く
し
ろ
よ
」 

 

〇
同
・
内
（
朝
） 

ス
ー
ツ
姿
の
曽
我
（
３
２
）
が
入
口
付
近
で 

腕
時
計
を
叩
い
て
い
る
。 

後
藤
（
３
４
）
が
守
岡
（
３
４
）
の
ネ
ク
タ

イ
を
着
け
て
い
る
。 

守
岡
「
そ
う
焦
る
な
」 

曽
我
「
大
学
の
先
生
来
て
る
っ
て
よ
」 

守
岡
「
先
行
っ
て
て
く
れ
」 

曽
我
「
し
ょ
う
が
ね
え
な
あ
」 

曽
我
、
室
内
を
出
て
い
く
。 

後
藤
「
よ
う
や
く
、
こ
の
日
が
来
ま
し
た
ね
」 

守
岡
、
椅
子
に
座
る
。 

守
岡
「
あ
あ
」 
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後
藤
、
守
岡
の
靴
を
磨
き
始
め
る
。 

後
藤
「
僕
も
感
無
量
で
す
」 

守
岡
「
気
が
早
い
よ
、
課
題
は
山
積
み
だ
」 

後
藤
「
え
？
」 

守
岡
「
研
究
牧
場
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、 

試
運
転
に
近
い
」 

後
藤
「
そ
う
で
す
ね
」 

守
岡
「
成
果
が
上
が
ら
な
き
ゃ
切
ら
れ
る
」 

後
藤
「
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」 

守
岡
「
私
立
は
そ
の
辺
シ
ビ
ア
だ
か
ら
ね
え
」 

後
藤
、
口
を
つ
ぐ
み
、
力
を
込
め
て
靴
を
磨

く
。 

守
岡
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

守
岡
「
全
く
、
面
倒
な
こ
と
に
な
っ
た
も
ん
だ
」 

後
藤
「
先
生
、
そ
ん
な
」 

後
藤
、
顔
を
上
げ
、
守
岡
の
笑
み
を
見
る
と
、

微
笑
ん
で
靴
磨
き
を
再
開
す
る
。 

後
藤
「
さ
、
で
き
ま
し
た
」 

守
岡
「
あ
り
が
と
う
、
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
え
え
、
で
は
、
行
き
ま
し
ょ
う
」 
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守
岡
、
次
い
で
後
藤
の
順
で
室
内
を
出
る
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 

守
岡
が
里
山
と
そ
こ
に
咲
く
桔
梗
の
花
を
眺

め
て
目
を
細
め
て
い
る
。 

後
藤
が
事
務
所
の
中
か
ら
出
て
く
る
。 

守
岡
「
後
藤
ち
ゃ
ん
」 

後
藤
「
は
い
？
」 

守
岡
、
後
藤
を
振
り
返
る
。 

守
岡
「
ま
あ
そ
の
、
な
ん
だ
」 

後
藤
、
首
を
傾
げ
る
。 

守
岡
、
後
藤
か
ら
顔
を
背
け
る
。 

守
岡
「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
」 

後
藤
、
笑
う
。 

後
藤
「
は
い
、
先
生
！
」 

後
藤
、
守
岡
の
背
中
を
叩
く
。 

守
岡
「
う
ぉ
っ
ぷ
、
後
藤
ち
ゃ
ん
力
強
い
ね
」 

守
岡
と
後
藤
、
笑
い
な
が
ら
歩
き
出
す
。 

 


